
「(仮称)江戸川区共生社会ビジョン」

策定に向けた意見交換について

令和３年３月29日

健全財政推進区民懇話会

資料４



共生社会の実現に向けた今後の取り組み

(仮)共生社会推進条例

(R3.6施行)

未来都市
への応募

(仮)共生社会ビジョン(～2100年)

(R3年度末完成)

(仮)共生社会＝SDGsビジョン
(～2030年)

【SDGsの視点での施策を分類】

※ﾀﾜｰﾎｰﾙ船堀に
推進拠点を設
置(R2.7)

議論

助言
連携
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生
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の
実
現広

告
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理
店
な
ど

個別計画の策定、施策の展開

❓

著名人

ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ

絵本

WEB

プロモーション

庁 議
ヒアリング

えどがわ未来カンファレンス

【メンバー】
・学識経験者
・著名人 等 18人

【設置時期】
・R2.9～ 2年間程度

モデル事業

【区民協働で施策の方向性を示す】

提 出
(R3.3) (R3年度末完成)

議論

SDGs推進本部
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・「共生社会を目指す」
という宣言
・目指すべき共生社会
の定義

・区民とともに考えた
目指すべき区の姿、
共生社会の姿

・目指すべき区の姿を
実現するための
中期的な具体施策
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SDGs推進本部



共生社会ビジョンのイメージ

成果物（どんなものを作るのか）
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①(仮称)共生社会ビジョン（~2100）

・区が目指す共生社会の姿をわかりやすく表す冊子
・「基本構想」に代わるものとして位置付け

②(仮称)共生社会＝SDGsビジョン（~2030）
・区が目指す姿を実現するために、2030年までに行うべき施策をパッケージとして
提示する冊子
・基本計画・実施計画に代わるものとして位置付け

＋α
上記に加え、
共生社会についてPRするための
キャンペーンなどを実施

○○○



「(仮称)共生社会ビジョン（～2100年）」の内容

共生社会ビジョンの内容

●総花的なテーマ設定ではなく、
共生社会の実現に向けたテーマをメインとし、
区として目指すべき姿をシンプルに、
子どもにも高齢者にもわかりやすく表現する。

※具体的なテーマは各部の検討結果を踏まえて決定していく

(1) 成り行きの未来：推計データ等に基づくシミュレーション
(2) 目指すべき未来：共生社会が実現した区の姿
(3) 共生社会実現のための課題と施策の方向性
をテーマごとにわかりやすく記載する。

2100

(1)成り行きの
未来

(2)「こうありたい」
目指すべき未来

2100
ギャップ

(3)課題と
施策の
方向性

＝

5



2100年までの「人口」推計

「成り行きの未来」とは
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2021年3月1日現在

694,739人
2100年

578,192人
（上位推計）

2100年

453,189人
（中位推計）

2100年

354,544人
（下位推計）



2100年までの「歳入」推計

「成り行きの未来」とは
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2,664億円

2100年

1,637億円



2100年までの「区の職員数」推計

「成り行きの未来」とは
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「成り行きの未来」とは
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人口、歳入、職員数が減少する中、

このまま何の工夫も改善もせずに

今と同じ仕事を続けているとどうなってしまうか、

1,300を超える区の各事務事業の一つ一つについて

未来の姿を検討したもの

成り行き

の未来

人口減少

歳入減少

職員数

減少



共生社会ビジョン策定のスケジュール

「成り行きの未来」の検討

7 – 9 10 – 12 1 – 3 4 – 6 7 – 9 10 – 12 1 – 3 4 – 6

R2年度 R3年度 R4年度

検討結果
確認

意見・提案大募集

ワークショップ

未来カンファレンス

ビジョン（案）作成

パブコメ
最終調整

印刷等

新規施策の検討

「目指すべき未来」の検討

確定

有識者との
意見交換
有識者との
意見交換



健全財政推進区民懇話会委員の皆様へのお願い
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有識者との意見交換

●区がとりまとめる、各事務事業の「成り行きの未来」を踏まえ、「目指すべき未来」
と「その実現のための施策」について、ご意見ください。

●いただいたご意見は、「(仮称)江戸川区共生社会ビジョン」の策定にあたり、参考
にさせていただきます。

＜実施予定時期＞

令和３年６月

＜実施方法＞

●「成り行きの未来」の事業分野ごとの概要版（10～20ページ程度の想定）を確認
いただき、その事業分野や、区政全般の「目指すべき未来」及び「実現のための施策」に
ついて自由にご意見ください。

●集合形式での会議は行わず、個別のお打合せ、もしくは書面等にてご意見をうかがう
予定です。


